












































































































１９７０年代 １９８０年代 １９９０年代 ２０００年代 計
哲 学 ２ ６ １０１ ２８７ ３９６
文 学 １ １ ２０ １０３ １２５
言 語 学 ０ ０ ２ １２ １４
史 学 ２ １４ ５４ １６７ ２３７
人文地理学 １ ７ ６３ １２１ １９２
文化人類学 ７ １３ ７１ １５７ ２４８
複 合 １ ６ ２９ １１１ １４７











































































































































































Erikson, Erik H.,１９５９: Psychological Issues: Identity and The Life Cycle. : International University Press.（＝１９７３ 小此木
敬吾ほか（訳） 『「自我同一性」―アイデンティティとライフサイクル』 誠信書房。）
林雄二郎・山田圭一 １９７５ 『科学のライフサイクル』 中央公論社。
藤垣裕子 １９９５ 「学際研究遂行の障害と知識の統合―異分野コミュニケーション障害を中心として」 『研究・
技術・計画』 第１０巻 第１／２号 pp．７３‐８３。
――――ほか ２００４ 『研究評価・科学論のための科学計量学』 丸善株式会社。
今福龍太 ２００１ 『ここではない場所』 岩波書店。
金森修 ２０００ 『サイエンス・ウォーズ』 岩波書店。
Kuhn, Thomas S.,［１９６２］１９７０: The Structure of Scientific Revolution. Chicago: The University of Chicago Press.（＝１９７１
中山茂（訳） 『科学革命の構造』 みすず書房。）
――――，１９７７: The Essential Tension. Chicago: The University of Chicago Press.（＝１９８７ 我孫子誠也・佐野正博
（訳） 『本質的緊張』 みすず書房。）


































究』とする文献を対象として―」 『環境科学会誌』 第１８巻 第１号 pp．４１‐５１。
野家啓一 ２００５ 「人文学は何の役に立つのか―『スローサイエンス』の可能性―」 『学士会会報』 第８５４
巻 pp．５３‐５８。
―――― ２００７ 「学術からの発信―『哲学無用論』に抗して」 『学術の動向』 第１２巻 第１２号 pp．８６‐８９。
―――― ２００８ 「哲学のアイデンティティ・クライシス」 『アルケー』 第１６巻 pp．１‐１１。
Price, D. J. de Solla,１９６３: Little Science, Big Science. New York: Columbia University Press.（＝１９７０ 島尾永康（訳）
『リトル・サイエンス ビッグ・サイエンス』 創元社。）
Sokal, Alan and Bricmont, Jean,１９９８: Fashionable Nonsense-Postmodern Intellectuals’ Abuse of Science. New York: Brock-
man Inc..（＝２０００ 田崎晴明ほか（訳） 『「知」の欺瞞―ポストモダン思想における科学の濫用』 岩波書
店。）
鋤田慶・葉柳和則 ２００９ 「『環境学』の組成とその形成―『ジャーナル共同体』論を軸にして」 『総合環境
研究』 第１２巻 第１号 pp．１５‐２７。
山口昌男 ２０００ 『文化と両義性』 岩波書店。
文末資料：「系・分野・分科・細目表」における「人文学」分野
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